職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
公安委員会指定自動車教習所にて◯年間、普通車（AT・MT）と普通二輪の技能教習を担当し、第一段階の基本操作から第二段階の路上教習、卒業検定前の見極めまで一貫して受け持ってきました。学科では応急救護と危険予測ディスカッションの教壇に立ち、月◯コマを担当しています。あわせて高齢者講習とペーパードライバー講習を担当し、緊張の強い受講者には操作の手順を一つずつ区切って確認する進め方を続けています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：公安委員会指定自動車教習所（年間卒業生約◯名、指導員◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：教習指導員（自動車教習所指導員）
【担当業務】
・普通車（AT・MT）・普通二輪の技能教習（第一段階・第二段階）を担当（年間◯名）
・学科教習（応急救護、危険予測ディスカッション等）の教壇業務（月◯コマ）
・高齢者講習・ペーパードライバー講習の実施（月◯名）
・企業向け安全運転講習の出張指導と教材・進行表の作成
・教習原簿の記入と予約管理システムの入力、教習車両の日常点検
【実績】
・つまずきやすい課題別に確認項目を整理したメモを教習生へ渡す運用を提案し、同一項目での補習の繰り返しが減少（担当分、◯年度比）
・高齢者講習で説明手順を統一した進行表を作成し、受講者アンケートの分かりやすさ評価が◯%以上で継続


■活かせる経験・知識・スキル
・技能教習指導（普通車AT・MT／普通二輪、第一段階〜第二段階）
・学科教習（応急救護、危険予測ディスカッションの進行）
・教習原簿の管理と予約管理システムの運用
・高齢者講習・企業向け安全運転講習の進行表・教材作成
■資格
・教習指導員資格（普通車）（20XX年X月取得）
・教習指導員資格（普通二輪）（20XX年X月取得）
■自己PR
苦手な操作を「できていない」で終わらせず、視線・手順・タイミングのどこで崩れているかを言葉にして伝えることが私の強みです。坂道発進やクランクでつまずく教習生には、車内で原因を一つに絞って説明し、次回の教習で確認する項目をメモにして渡す運用を続け、同じ項目での補習の繰り返しが減りました。貴校でも、教習生が自分の課題を理解して次の時間に臨めるよう、記録の引き継ぎを意識した指導を行いたいと考えています。
以上
